
11 
 

 

(1
面
か
ら
読
き
）

憲
法
・
子
ど
も
の
権
利
条

約
に
某
づ
く
教
育
に
関
し

て
、
省
側
は、

国
の
要
保
證

世
帯
へ
の
就
学
援
助
を
広
げ

る
こ
と
で
、

市
町
村
の
行
う

邸
要
保
謹
世
帯
へ
の
制
阻
拡

充
に
つ
な
が
る
と
認
識
を
示

し
ま
し
た
。

教
育
費
の
保
護
者
負
担
軽

減
に
関
し
て
、

「
教
員
の
増

員
等
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い

き
た
い
。

学
校
給
食
法
に
基

づ
い
て
や
っ
て
い
る
中
で
試

算
で
は

44ooJlg!円
か
か

り、

中
身
の
充
実
を
は
か
っ

て
い
き
た
い
」。
就
学
援
助
拡

充
は
、
「
ラ
ン
ド
セ
ル
等
、
平

欝

年

度
か
ら
充
実
を
図
っ

て
お
り
小
学
校
40
%
、
中
学

翡
，1
％
」
と
述
べ、「
国

庫
負
担
複
活
に
つ
い
て
は
難

し
い
が
大
切
な
も
の
だ
と
認

識
て
い
る
」
と
回
答
し
ま

し
た
。

給
付
制
奨
学
金
に
つ

い
て
は
、
「
平
成
29年
度
に
創

設
し
て
お
り
今
後
大
幅
に
拡

充
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
ヤ

部
啓
問
題
に
か
か
わ
る
教

科
書
記
述
に
つ
い
て
、

人
権

迎
側
か
ら
、
「
い
ま
使
わ
れ

て
い
る
教
科
書
は
、
あ
た
か

も
今
な
お
部
慈
問
理
が
社
会

問
題
か
の
よ
う
な
記
述
に
な

っ
て
い
る
。
企
に
学涸守
し
て

ほ
し
い
と
か
い
う
の
で
は
な

く
、
今
日
の
部
落
問
題
解
決

の
現
状
に
照
ら
し
て
記
述
内

容
の
正
確
性
、
客
観
性
を
み

て
ほ
し
い
」
と
問
顆
点
を
指

摘
し
ま
し
た
。

「部
落
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
と
特
定

運
動
団
体
の
方
針
の
教
育
の

場
へ
の
持
ち
込
み
に
関
し

て、

省
は
、
「
平
成

28
年
12

月
に
成
立
し
た
部
落
差
別
解

消
法
の
判
断
は
各
自
治
体
で

す
べ
き
だ
」
と
し
た
う
え

で
、
「
『
附
搭
決
議
』
の
中
身

は
頂
要
で
そ
の
点
も
含
め
て

涌
知
や
全
国
の
担
当
者
会
議

で、

人
権
尊
重
の
精
神
を
培

っ
て
い
く
こ
と
、

地
域
社
会

の
現
状
を
も
と
に
慎
重
に
対

応
し
て
い
る
」
と
回
答
。

児
室
生
徒
支
援
加
配
に
つ

い
て
は
、
「
い
じ
め

・
不
登

校
を
主
と
し
て
考
え
て
お

り
、
今
年
度
5
0
0人
を
配

饂
し
て
い
る
」。

障
害
者
法
定
雇
用
率
問
顆

に
つ
い
て
は
、「
10
月
に
検

証
委
員
会
が
設
置
さ
れ
報
告

が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。
政
府
全

体
の
笙
本
方
針
で
徹
底
し
て

い
く
」
。

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

は、

省
と
し
て
も
堕
大
な
問

題
だ
と
認
識
し
て
い
る
と
し

た
う
え
で
、
「
教
育
面
で
も

子
ど
も
貧
困
対
鍛
と
し
て
予

群
要
求
し
て
い
一
令
空
調
設

備
に
つ
い
て
は
8
1
7阻
円

を
計
上
し
て
い
る
。

維
持
管

理
は
地
方
自
治
体
で
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
」。

兵
庫
県
教
育
委
貝
会
の

「『
人
権
教
育
基
本
方
針
』

に
時
代
錯
誤
の
記
述
が
あ

る
」
と
の
指
摘
に
対
し
て
、

省
は、

「
兵
廂
県
で
考
え
る

べ
き
課
題
で
国
と
し
て
『
こ

う
し
ろ
』

等
と
言
え
な
い
」

と
回
答
し
ま
し
た
。
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を認
、
確

く
情

な

実
で
で

せ
ん

任

運
地
を

現

足
ー

れ、

絶
対
数
が
不
足
し
て
い

る
公
営
住
宅
の
栖
極
的
建
設

に
対
し
て
「
平
成
18年
に
制

定
し
た
、
住
生
活
荘
本
法
に

基
づ
き
、

地
域
の
実
個
に
応

じ
て
支
援
を
行
う
l

「耐
農

化
、
建
て
替
え
に
は
、
平
成

30年
当
初
予
昇
に
お
い
て
は

社
会
整
備
総
合
交
付
金
約
8

ー
「西
H
本
豪
雨
の
災
害
の
教
訓
か
ら

一
緊
急
対
策
を
講
じ
る
」
と
回
答

国
士
交
涌
省
交
渉
は
、
中

局
純
男
代
表
委
口
を
責
任
者

に
各
屎
代
表

11人
が
参
加
。

省
側
は
上
森
康
幹
住
哀
塊
整

佃
室
長
ち
が
対
応
し
ま
し

た。
中
島
代
表
委
置
が
「
衣

・

食
・
住
だ
け
で
は
な
く
、

交

畠

も
市
民
と
し
て
要
求
し

て
い
き
た
い
。

障
害
者
雇
用

の
水
増
し
問
題
な
ど
も
回
答

し
て
い
た
た
き
た
い
。
今
年

は
自
然
災
害
が
特
に
多
く
、

そ
の
対
策
と
と
も
に
、

昭
和

40年
代
、
50年
代
に
建
設
さ

れ
た
公
営
住
宅
、
改
良
住
宅

の
老
朽
化
は、

地
域
づ
く
り

か
ら
も
重
要
」「
『
部
落
差
別

解
消
推
追
法
』
が
施
行
さ
れ

農
林
水
産
省
と
の
話
し
合

い
は
、

怒
本
忠
巳
代
表
委

口
、
吉
岡
昇
事
務
局
次
長
他

各
県
代
表
10
名
が
参
加

C

雀

側
は
経
営
局
経
営
政
策
課
の

＿―-
村
茂
男
課
長
補
佐

（担
い

手
支
援
第
2
班
）
他
14名
の

職
置
が
対
応
し
ま
し
た
。

9
0
0低
円
、
防
災
安
全
交

付
金
］
兆

l
o
o
o倍
円
｀

合
計
で
2
兆
円

3

別
年
度
予

筒
概
筒
要
求
は、

⑳
％
増
の

2
兆
4
0
0
0恒
円
を
要
求

し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。さ

ら
に
、

狭
小
の
二
戸
一

な
ど
の
住
宅
は
町
づ
く
り
か

人
権
遵
の
硲
本
代
表
委
晨

の
挨
径
夜
、
吉
岡
由
務
局
次

長
が
事
前
に
人
権
油
苔
提
出

し
た
要
求
轡
の
概
要
説
明
を

行
い
、
そ
の
後
、
省
側
か
ら

―-＿
村
課
長
補
佐
が
挨
拶
と
、

要
求
害
9
項
目
忙
関
す
る

一

薗

蔓

蘭

交

欝

行

わ

れ
ま
し
た
。

T
P
P
l
lに
つ
い
て
は
、

「
田
要
5
品
目
を
中
心
に
関

税
撤
鹿
の
例
外
的
措
躍
を
し

っ
か
り
確
保
で
き
た
。

牛
肉

•
生
産
物の
8
5品
目
の
関
税

撤
廃
の
例
外
的
措
囲
を
し
っ

か
り
確
保
で
き
、

夢
や
希
望

を
持
っ
て
、
安
心
し
て
再
生

産
で
き
る
よ
う
新
た
な
出
発

の
た
め
、
し
っ
か
り
応
援
し

て
い
く
」
と
回
笞
。

日
米
首
脳
会
談
で
合
意
さ

れ
た
「
物
品
租
易
協
定
」

締

結
に
向
け
た
新
た
な
遥
商
交

渉
に
つ
い
て
は
、
「
日
米
双

方
が
良
い
方
向
で
話
し
合
う

と
い
う
こ
と
で
『
日
米
首
脳

会
談
』

の
共
同
声
明
で
発
表

さ
れ
た
よ
う
に
双
方
が
良
い

ら
も
問
題
で
あ
り
、

住
宅
の

住
民
へ
の
払
下
げ
を
具
体
的

に
推
進
し
て
い
く
上
で
、

法

的
行
政
的
な
援
助
を
求
め
た

t
J

と
に
対
し
て
、
「
狭
い
も

の
が
あ
る
。

払
下
げ
に
つ
い

て
は
、

地
方
公
共
団
体
と
の

事
前
協
議
と
承
認
が
必
要
だ

が、

支
援
し
て
い
き
た
い
」
。

公
営
住
宅
入
居
に
あ
た
っ
て

の
身
元
保
証
人
制
度
の
自
治

体
の
援
助
に
つ
い
て
、
「
身

元
保
証
人
に
つ
い
て
の
特
段

の
規
定
は
な
い
が
、

地
方
公

関
係
に
な
る
よ
う
関
迎
省
庁

と
迫
携
し
て
交
渉
す
る
。
ま

た
日
欧
E
P
A田
要
5
品
目

の
関
税
撤
廃
の
例
外
的
措
凹

を
確
保
で
き
た
j

と
回
笛
c

耕
作
放
棗
地
の
拡
大
や
哀

雨
や
地
震
な
ど
に
よ
る
鹿
地

ゃ
だ
め
池
も
被
害
の
対
策
に

つ
い
て
は
、
「
限
ら
れ
た
資

源
左
有
効
的
に
活
用
す
る
た

e
 

共
団
体
の
判
断
に
よ
る
」
に

と
ど
め
ま
し
た
。

改
良
住
宅
家
目
の
応
能
応

益
は

「平
成

28
年
末
で

70

%
J。
収
入
超
過
の
入
居
者

に
対
し
て
は
「
差
額
支
払
を

求
め
て
お
り
、
今
後
と
も
徹

底
を
図
る
」
「
サ
ー
ピ
ス
付

高
齢
者
向
け
住
宅
の
促
進
に

つ
い
て
は
、
今
後
促
進
さ
せ

る
l

。
高
齢
化
が
珪
ん
で
い

る
地
域
内
交
過
の
足
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
「
予
群
は、

30年
度
は
2
0
9阻
円
を
確

め、

璽

委

鼠
会
の
耕
作

放
棄
地
再
生

支
援
交
付
金

な
ど
の
利
用

を
、
ま
た
た

め
池
の
災
害

普
及
は
災
害

査
定
を
待
た

ず
に
行
え
る

よ
う
に
」
と

回
笞
。

新
規
就
業

者
総
合
支
援

事
業
の
充
実

改
曽
と
自
治

体
が
行
う
新

規
支
援
事
業

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

「農
業
分
野
、
林
業
分
野
と

漁
業
分
野
の
3
つ
が
有
り
、

そ
れ
ぞ
れ
、
担
い
手
確
保
の

た
め
、

就
農
希
望
者
に
対
す

る
人
材
摘
要
支
援
研
修
、
青

年
農
業
次
世
代
農
業
資
金
、

新
規
就
農
者
資
金
、
緑
の
人

づ
く
り
総
合
支
援
対
策
と
し

て
林
業
大
学
校
俄
業
に
対
す

保」

な
ど
と
回
答
し
ま
し

た。
こ
の
他
、
岡
山
県
連
か
ら

は、

「2
0
1
8
年
7
月
の

西
日
本
妄
雨
災
害
復
旧
に
関

す
る
要
荀
芭
」
「都
市
計
画

道
路
工
由
忙
伴
い
地
域
全
体

の
課
固
に
対
応
で
き
る
行
政

概
構
の
設
饂
に
つ
い
て
（
要

望
）l

や
、
大
阪
・
箕
面
市

で
「
市
営
住
宅
入
居
に
あ
だ

っ
て
『
同
和
』
優
先
」

を
行

っ
て
い
る
実
懲
忙
つ
い
て
是

正
指
導
を
求
め
ま
し
た
。

る
支
援
、
援
助
に
努
め
て
い

る
漁
業
学
校
支
援
。
45歳
末

洵
の
皇

者

に
5
年
間

（平

成
お
年
5
平
成
29年）

1
5

0
万
円
支
援
な
ど
が
克
る
」

と
回
答
。

経
営
所
得
安
定
対
頷
鹿
止

と
の
関
係
で
個
別
所
碍
補
償
一

制
度
の
役
活
に
つ
い
て
は
、

「米
口
接
支
払
い
交
付
金
に

つ
い
て
は
す
べ
て
の
農
業
者

に
同

一
支
払
い
は
問
題
。
平

成
お
年
か
ら
削
滅
し
29年
ま

で
の
処
巴
、
な
ら
し
対
策
も

引
続
き
実
施
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
、
大
豆
、
麦
、

飼
料
米

の
生
産
振
興
を
は
か
る
よ
っ

前
向
き
な
政
策
を
進
め
る
」

と
回
答

種
子
法

（主
要
農
作
物
種

子
法
）
が
廃
止
さ
れ
た
が
、

臼
は

「
当
面
予
算
措
饂
な
ど

は
こ
れ
ま
で
逓
り
に
つ
い

て、

生
産
支
援
の
実
施
、

寄

五
証
明
吉
、
市
町
村
の
農
棠

団
体
へ
の
支
援
、

種
子
法
の

変
更
に
つ
き
ま
し
て
は
固
会

(3
面
に
読
く
）


